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日
本
人
学
者
が
北
方
領
土
問
題
解
決
等
に
も
た
ら
す
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

産
経
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
る
月
刊
正
論
二
〇
〇
七
年
七
月
号
の
二
百
七
十
二
頁
か
ら
二
百
八
十
七
頁
に
、
「
ふ
た
た
び

北
方
領
土
は
泣
い
て
い
る
」
と
の
見
出
し
で
、
田
久
保
忠
衛
氏
と
上
坂
冬
子
氏
の
対
談
記
事
（
以
下
、
「
田
久
保
・
上
坂
対

談
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

「
田
久
保
・
上
坂
対
談
」
の
二
百
七
十
八
頁
か
ら
二
百
七
十
九
頁
に
、

「
上
坂

話
は
戻
り
ま
す
が
、
根
室
の
漁
師
が
殺
さ
れ
た
直
後
、
私
は
袴
田
教
授
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
主
催
の
『
バ
ル
ダ

イ
会
議
』
に
出
席
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
新
聞
で
ち
ら
っ
と
読
ん
で
胸
躍
ら
せ
ま
し
た
。
袴
田
教
授
は
ロ
シ
ア
語
も
自
由

だ
し
、
外
務
省
を
差
し
お
い
て
モ
ノ
が
言
え
る
立
場
の
人
だ
か
ら
、
安
保
研
の
立
場
か
ら
し
て
も
当
然
、
こ
の
漁
船
銃
撃
事

件
の
こ
と
を
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
抗
議
す
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の
。
な
の
に
何
で
す
か
、
あ
の
ざ
ま
は
。
半
世
紀
ぶ
り
に
日

本
を
侮
辱
す
る
大
事
件
が
起
き
た
直
後
だ
と
い
う
の
に
、
事
件
の
当
事
者
の
ロ
シ
ア
側
か
ら
渡
航
費
用
は
も
ち
ろ
ん
一
切
の

経
費
を
出
し
て
も
ら
っ
た
と
ご
自
分
で
公
言
し
て
お
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
そ
も
そ
も
あ
の
時
期
に
、
招
待
で
行
っ
た
態
度
が
私

に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
（
中
略
）

結
局
、
漁
師
殺
人
事
件
の
こ
と
に
は
触
れ
な
か
っ
た
と
い
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
四
島
返
還
を
あ
れ
だ
け
叫
ん
で
き
て
、

一



末
次
さ
ん
の
志
を
持
っ
て
い
る
人
だ
っ
た
ら
、
あ
の
場
で
言
う
べ
き
こ
と
は
唯
一
つ
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
事
件

か
ら
ま
だ
三
週
間
後
ぐ
ら
い
の
段
階
で
、
国
後
に
連
行
さ
れ
た
坂
下
船
長
も
帰
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
こ
ろ
で
す
よ
ね
。

私
、
袴
田
さ
ん
は
ロ
シ
ア
で
事
件
対
処
の
糸
口
と
な
る
交
渉
を
す
る
た
め
に
バ
ル
ダ
イ
会
議
に
行
っ
た
と
ば
か
り
思
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
ガ
ク
然
と
し
ま
し
た
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

三

「
田
久
保
・
上
坂
対
談
」
に
あ
る
よ
う
に
、
袴
田
茂
樹
青
山
学
院
大
学
教
授
（
以
下
、
「
袴
田
教
授
」
と
い
う
。
）
が
、

二
〇
〇
六
年
九
月
九
日
、
モ
ス
ク
ワ
郊
外
で
行
わ
れ
た
「
バ
ル
ダ
イ
会
議
」
に
出
席
し
た
と
思
料
す
る
が
、
「
袴
田
教
授
」

は
日
本
政
府
の
正
式
な
依
頼
を
受
け
て
、
日
本
か
ら
の
正
式
な
特
使
と
し
て
「
バ
ル
ダ
イ
会
議
」
に
出
席
し
た
か
。
確
認
を

求
め
る
。

四

「
田
久
保
・
上
坂
対
談
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
袴
田
教
授
」
が
「
バ
ル
ダ
イ
会
議
」
に
出
席
す
る
に
あ
た
り
、
渡
航
費
用

を
は
じ
め
一
切
の
経
費
を
ロ
シ
ア
側
が
負
担
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
ば
、
右
事
実
に
対
す
る
政
府
の
評

価
如
何
。

五

「
袴
田
教
授
」
が
「
バ
ル
ダ
イ
会
議
」
に
出
席
す
る
に
あ
た
り
、
政
府
か
ら
何
ら
か
の
意
見
や
助
言
等
を
行
っ
た
か
。

二



行
っ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
意
見
や
助
言
等
の
内
容
、
行
っ
た
日
に
ち
、
場
所
、
ま
た
、
政
府
側
の
ど
の
人
間
が
行
っ
た
か
に

つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

二
〇
〇
六
年
十
月
二
十
日
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
五
第
七
〇
号
）
に
よ
る
と
、
「
袴
田
教
授
」

よ
り
「
バ
ル
ダ
イ
会
議
」
に
お
け
る
プ
ー
チ
ン
ロ
シ
ア
大
統
領
の
発
言
に
つ
い
て
在
ロ
シ
ア
連
邦
日
本
国
大
使
館
へ
報
告
が

な
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
「
バ
ル
ダ
イ
会
議
」
に
お
け
る
「
袴
田
教
授
」
自
身
の
発
言
に
つ
い
て
の
報
告

は
な
さ
れ
た
か
。
な
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
報
告
の
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
田
久
保
・
上
坂
対
談
」
に
あ
る
よ
う
に
、
「
バ
ル
ダ
イ
会
議
」
に
お
い
て
、
二
〇
〇
六
年
八
月
、
根
室
の
カ
ニ
か
ご
漁

船
「
第
三
十
一
吉
進
丸
」
が
北
方
四
島
周
辺
で
ロ
シ
ア
国
境
警
備
隊
に
銃
撃
・
拿
捕
さ
れ
、
乗
組
員
一
人
が
死
亡
し
た
事
件

（
以
下
、
「
第
三
十
一
吉
進
丸
事
件
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
「
袴
田
教
授
」
が
何
も
言
及
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
あ

る
か
。
あ
る
の
な
ら
ば
、
右
事
実
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。

八

「
袴
田
教
授
」
が
バ
ル
ダ
イ
会
議
に
出
席
し
た
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
評
価
如
何
。
「
袴
田
教
授
」
が
バ
ル
ダ
イ
会
議
に

出
席
し
た
こ
と
は
、
「
第
三
十
一
吉
進
丸
事
件
」
及
び
我
が
国
が
望
む
形
で
の
北
方
領
土
問
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
政
府
は
考
え
る
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


